
 

 
1.5.2 観測条件が異なる場合の抽出手法 

 光学衛星画像の観測条件が異なる場合として，広島県廿日市市吉和と徳島県三好市西祖

谷山村をステレオ観測した EROS-B 衛星画像を事例として述べる。表 1-7 に EROS-B
画像の観測条件を示す。どちらのステレオ観測も同程度のポインティング角で，観測日

時も近いため太陽高度および太陽方位も近い角度であった。広島県廿日市市吉和は，2013
年 1 月 11 日に観測された画像である。図 1-66 と図 1-67 に広島県廿日市市吉和を観測し

た EROS-B ステレオ画像を示す。これらの画像の黄枠内を拡大した画像を図 1-68 と図 
1-69 に示す。また，図 1-70 には同じ範囲の ALOS/PRISM 画像を示す。画像中央は，レジ

ャー施設のもみのき森林公園である。図 1-71 にもみのき森林公園のスキー場から撮影した

地上写真，図 1-72 に３D レーザースキャナーにより地上観測を行った 3 次元画像を示す。

EROS-B 画像では，広場や駐車場などが積雪により白くなっている。その間に黒っぽい樹

木が写っているが，太陽方位が約 202°（南南西）であるため樹木の影が北北東に伸びてい

る。また，ステレオ観測であるため MBT1-e2372481 と MBT1-e2372482 では衛星の観測

方位が 336.91°と 229.05°で大きく異なるため樹木や建物，山地の倒れこみ方向が異なる。

この視差を利用した標高データの抽出やオルソ画像の作成が精密な変化検出や災害の抽出

に必要である。徳島県三好市西祖谷山村は，2013 年 1 月 1 日に観測された画像である。

図 1-73と図 1-74は徳島県三好市西祖谷山村を観測したEROS-Bステレオ画像である。

これらの画像の黄枠内を拡大した画像を図 1-75 と図 1-76 に示す。また，図 1-77 には同

じ範囲の ALOS/PRISM 画像を示す。拡大画像は，大規模な地すべり地帯である。標高は画

像中央で約 450m，南側で約 350m，北側で約 550m であり，急傾斜となっている。そのた

めポインティング観測による標高歪みが広島県廿日市市吉和の画像に比べて大きくなって

いる。これらの画像のようにステレオ観測である場合にはステレオマッチングを行いオル

ソ画像の作成を行い，単画像の場合には数値標高データを用いて単画像オルソ画像の作成

を行う必要がある。 
 

表 1-7 EROS-B 画像の観測条件 
観測場所 広島県廿日市市吉和 徳島県三好市西祖谷山村 

シーン ID MBT1-e2372481 MBT1-e2372482 MBT1-e2370964 MBT1-e2370965 

観測日 2013/1/11 2013/1/11 2013/1/1 2013/1/1 

観測時刻(UTC) 5:02:00 5:02:52 4:41:29 4:42:13 

ポインティング

角 
24.4° 24.3° 24.2° 23.9° 

観測方位 336.91° 229.05° 57.95° 143.42° 

太陽高度 28.83° 28.75° 29.12° 29.06° 

太陽方位 202.67° 202.40° 201.96° 201.72° 
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図 1-73 EROS-B 画像（2013 年 1 月 1 日観測：MBT1-E2370964） 
（徳島県三好市西祖谷山村）© 2013 ISI/HIT       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-74 EROS-B 画像（2013 年 1 月 1 日観測，MBT1-E2370965） 
（徳島県三好市西祖谷山村）© 2013 ISI/HIT       
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図 1-75 EROS-B 拡大画像（2013 年 1 月 1 日観測：MBT1-E2370964） 
（徳島県三好市西祖谷山村）© 2013 ISI/HIT      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-76 EROS-B 画像（2013 年 1 月 1 日観測：MBT1-E2370964） 
（徳島県三好市西祖谷山村）© 2013 ISI/HIT       
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図 1-77 ALOS/PRISM 画像（2009 年 4 月 7 日観測） 
（徳島県三好市西祖谷山村）© JAXA/HIT       
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SAR 画像の観測条件が異なる場合においては，1.4.3 節で解析した COSMO-SkyMed の

ように高分解能 SAR 画像による土砂災害崩壊地の抽出が可能と考えられる。しかしながら，

地形条件によっては SAR 特有のフォアショートニングやレイオーバー，シャドーイングが

発生し，土砂災害崩壊地抽出の妨げとなる。実際に上記の解析では，フォアショートニン

グにより土砂災害崩壊地が抽出できない場所もあった。そのため，アセンディングやディ

センディング軌道，衛星の右側や左側方向の観測による異なる方向からの災害解析が重要

であると考えられる。ALOS/PALSAR では，衛星進行方向の右斜め下方向のみの観測であ

ったが，後継機の ALOS-2 では，左右両方向の観測が可能であり，観測機会の増加と異な

る方向からの画像を利用することで土砂崩壊地の抽出精度向上が期待できる。 
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